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を述べたものである。 
 背景画像列を主成分分析し、既知事象をこの固有基底によって張られる部分空間として記述する問題設定から、こ
のとき未知物体を含む画像からの背景画像推定を未知物体によって一部の情報が欠損した画像の補完問題と捉え、従
来法の BPLP 法に対して同一の推定性能を保ちながら、より高速な推定が可能となる繰り返し投影法を提案している。
これより現在の計算機能力で、未知物体の領域抽出を実時間推定可能なことを示した。さらに、この繰り返し投影法
を非線形射影に拡張し、線形法と同等に高速推定する修正 kBPLP 法を示し、実験から線形投影法よりも推定性能が
向上することを確認している。 
 複数の未較正カメラから未知事象を３次元空間内で検知する手法も提案し、３次元空間における侵入状態がシーン
の射影変換に対して不変で弱カメラ較正で可能であることを明らかにし、ユーザがカメラを任意の位置に設置するの
みで運用可能な３次元侵入検知システムを実験で示している。 
 以上より、本論文が高次元のデータ集合を表現する部分空間の観点から、動的環境における未知事象検出に関し、
既存法と同等の性能を有しながら大きく高速化可能な新手法を提案しただけでなく、それに基づき、エレベータや回
転ドア等の建屋に一般的に存在する動的環境の影響を受けない侵入検知システムとともに、運用上問題となる侵入探
知平面の直接設定法を同時に開発したことは、総合的に高く評価される。よって、本論文は学位（工学）論文として
価値あるものと認められる。 
